
は
じ
め
に

三
木
露
風
（
一
八
八
九
年
～
一
九
六
四
年
）
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に

お
い
て
近
代
日
本
を
代
表
す
る
詩
人
と
し
て
北
原
白
秋
と
と
も
に「
白
露
時
代
」

を
築
い
た
。
露
風
は
、
東
京
で
生
活
と
戦
い
、
芸
術
に
苦
悶
し
な
が
ら
創
作
に

つ
と
め
た
。
そ
の
詩
人
露
風
を
身
近
に
い
て
支
え
た
の
は
、な
か
夫
人
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
露
風
の
夫
人
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
ず
、
洗

礼
名
の
「
モ
ニ
カ
」
の
名
で
短
歌
・
俳
句
・
詩
な
ど
の
作
品
を
残
し
て
い
る
こ

と
も
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
な
か
夫
人
に
関
す
る
未
公
開
の
新
資
料
を
基
に
、
詩
人
露

風
を
文
学
的
に
支
え
た
「
愛
妻
モ
ニ
カ
」
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て
初
め
て
明
ら

か
に
す
る
。

一
　
な
か
夫
人
の
生
涯

な
か
夫
人
は
、
旧
姓
栗
山
な
か
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
六
月
二
九
日

生
ま
れ
、
第
四
女
で
末
っ
子
で
あ
る
。
露
風
は
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年

六
月
二
三
日
生
ま
れ
で
あ
り
、
二
人
は
一
歳
違
い
で
あ
る
。

結
婚
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
、
露
風
の
書
き
残
し
た
も
の
は
な
い
。
昭
和

四
九
（
一
九
七
四
）
年
に
三
木
家
に
養
子
に
入
っ
た
三
木
豊
晴
は
、
露
風
の
結

婚
は
挫
折
を
感
じ
て
い
た
時
期
と
述
べ
て
い
る

（
注
１
）。

露
風
は
若
い
頃
、
失
恋
と
詩
作
活
動
に
対
し
挫
折
感
を
味
会
う
時
期
が

あ
り
、
そ
の
時
に
母
仲
と
知
合
い
結
婚
し
ま
し
た
。
献
身
的
に
露
風
に

尽
く
す
事
で
露
風
は
甦
る
訳
で
す
が
…
。

ま
た
二
人
の
出
会
い
に
関
し
て
は
、
露
風
の
出
身
地
兵
庫
県
龍
野
に
近
い
、

若
狭
野
（
現
相
生
市
）
生
ま
れ
の
小
説
家
水
守
亀
之
助
が
随
筆
に
記
し
て
い

る（
注
２
）。

水
守
は
、
龍
野
中
学
生
の
露
風
と
知
り
合
い
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）

年
に
上
京
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
新
潮
社
に
入
社
し
て
編
集
者
生
活
の

傍
ら
作
家
活
動
に
入
り
、
露
風
が
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
に
赴
任
す
る
前
の
大
正

七
、八
年
頃
ま
で
親
し
く
交
流
し
て
い
た
。

露
風
は
、
淀
橋
十
二
社
の
宿
で
知
り
合
っ
た
婦
人
と
結
婚
し
て
以
来
、

こ
の
糟
糠
の
妻
を
守
り
通
し
、
修
道
院
へ
行
っ
た
時
も
夫
婦
連
れ
で

あ
っ
た
。
そ
の
點
は
幸
福
だ
っ
た
と
い
へ
よ
う
。

露
風
と
な
か
は
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
一
一
月
三
日
婚
約
、
翌
三
年
一
月

に
結
婚
し
た
。
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
五
月
、
露
風
が
北
海
道
ト
ラ
ピ
ス
ト

修
道
院
講
師
と
し
て
赴
任
し
夫
婦
で
教
師
館
に
住
む
。
大
正
一
一（
一
九
二
二
）

三
木
露
風
と
な
か
夫
人―

詩
人
露
風
を
支
え
た
愛
妻
モ
ニ
カ
―

近
藤
健
史

〔
論
　
　
　
文
〕
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年
四
月
一
六
日
に
夫
婦
で
洗
礼
を
受
け
、
な
か
夫
人
は
モ
ニ
カ
、
露
風
は
パ
ウ

ロ
と
い
う
洗
礼
名
で
あ
る
。
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
六
月
三
〇
日
ト
ラ
ピ

ス
ト
修
道
院
を
辞
し
て
上
京
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
七
月
北
多
摩
郡
三
鷹

村
牟
礼
（
現
三
鷹
市
牟
礼
）
に
新
居
を
構
え
永
住
す
る
。
露
風
は
昭
和
三
九

（
一
九
六
四
）
一
二
月
二
九
日
逝
去
、
な
か
夫
人
は
昭
和
四
九
（
一
九
七
四
）

年
四
月
一
九
日
逝
去
、
八
五
歳
で
生
涯
を
終
え
た
。

二
　
夫
と
し
て
の
露
風
を
支
え
た
夫
人

（
１
）
大
き
な
子
供
を
育
て
る
夫
人

露
風
の
第
三
期
門
下
生
で
あ
る
詩
人
安
部
宙
之
介
は
、
な
か
夫
人
が
語
っ
た

結
婚
生
活
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る

（
注
３
）。

相
手
が
詩
人
で
は
苦
労
す
る
か
ら
と
夫
人
の
親
戚
が
反
対
す
る
の
で
結

婚
が
の
び
て
い
た
が
、
母
上
だ
け
は
承
知
し
て
い
た
。（
中
略
）
露
風

は
池
袋
時
代
に
床
屋
へ
行
き
し
ら
く
も
（
白
癬
）
を
う
つ
さ
れ
、
そ
れ

が
顔
ま
で
広
が
り
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
床
屋
に
い
く
こ

と
が
恐
ろ
し
く
な
り
家
で
な
か
夫
人
が
鋏
で
刈
っ
た
。
慣
れ
な
い
の
で

虎
狩
り
に
な
る
。（
中
略
）
露
風
は
自
分
で
は
剃
刀
も
爪
切
り
も
使
え

な
い
の
で
夫
人
に
頼
っ
た
よ
う
だ
。

ま
た
、
家
森
長
治
郎
は
、
夫
人
か
ら
夫
と
し
て
の
露
風
に
つ
い
て
聞
き
伝
え

て
い
る

（
注
４
）。露

風
は
夫
と
し
て
は
零
で
し
た
。
妻
を
養
お
う
と
い
う
考
え
が
無
い
の

で
す
か
ら
。普
通
の
方
だ
っ
た
ら
三
日
と
も
た
な
い
で
し
ょ
う
。（
中
略
）

も
し
自
分
が
逃
げ
出
し
て
し
ま
っ
た
な
ら
、
露
風
は
干
乾
し
に
な
る
だ

ろ
う
と
思
う
と
、不
憫
で
な
ら
な
か
っ
た
。二
人
の
間
に
子
供
が
な
か
っ

た
か
ら（
露
風
が
原
因
）、い
っ
そ
、大
き
な
子
供
を
育
て
て
い
る
と
思
っ

た
な
ら
ば
、
或
は
露
風
に
仕
え
て
ゆ
け
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
そ
れ
か

ら
は
心
の
も
ち
方
を
変
え
た
。

子
供
の
よ
う
な
露
風
の
性
格
と
は
、
ど
の
よ
う
な
性
格
だ
っ
た
の
か
。
若
い

頃
か
ら
露
風
と
交
友
関
係
に
あ
っ
た
水
守
亀
之
助
は
、
露
風
の
性
格
に
つ
い
て

「
ど
う
に
も
や
り
き
れ
な
い
性
格
」
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰

の
道
へ
と
進
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る

（
注
５
）。

何
し
ろ
、
あ
の
わ
が
ま
ま
で
怒
り
っ
ぽ
く
て
、
傲
岸
な
露
風
の
お
守
り

役
を
務
め
て
來
た
夫
人
の
多
年
の
苦
勞
は
察
す
る
に
餘
り
あ
る
。（
中

略
）
自
尊
心
が
強
く
て
自
信
満
々
な
が
ら
、
い
つ
も
對
人
關
係
で
は
對

抗
意
識
が
熾
ん
だ
か
ら
、イ
ラ
〳
〵
し
て
ゐ
る
や
う
な
弱
さ
が
あ
つ
た
。

さ
う
し
た
、
ど
う
に
も
や
り
き
れ
な
い
性
格
が
、
一
層
「
神
」
の
観
念

に
向
は
せ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
我
慢
で
き
な
い
性
格
の
た
め
か
、
若
か
り
し
頃
は
、
龍
野
中
学
、
閑
谷

黌
、
早
稲
田
大
学
、
慶
応
大
学
な
ど
を
中
退
し
て
い
る
。

（
２
）
経
済
に
無
頓
着
な
露
風
を
支
え
る
夫
人

栗
山
家
の
親
戚
が
「
相
手
が
詩
人
で
は
苦
労
す
る
」
と
危
惧
を
い
だ
い
た
の

は
、
露
風
の
性
格
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
経
済
に
無
頓
着
な
露
風
を
支
え

る
夫
人
の
苦
労
で
も
あ
っ
た
。

結
婚
当
初
の
経
済
状
況
は
、
収
入
が
少
な
い
夫
婦
が
住
む
に
は
贅
沢
な
住
ま
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い
で
あ
り
、
来
客
も
多
く
困
窮
し
て
い
た
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
一
月
に

結
婚
し
て
最
初
に
住
ん
だ
池
袋
の
家
は
、
六
畳
、
四
畳
半
、
二
畳
、
二
畳
で
、

廻
り
縁
、
植
木
が
沢
山
あ
る
広
い
庭
、
門
も
あ
る
贅
沢
な
家
で
あ
っ
た
。
家
賃

は
、
六
円
で
あ
る
。
安
部
宙
之
介
に
よ
る
と
、
そ
の
頃
は
『
文
章
世
界
』
の
詩

の
選
考
料
五
円
、『
新
天
地
』（
漢
文
の
本
の
付
録
雑
誌
）
の
詩
選
考
料
二
円
、

合
計
七
円
の
定
収
入
し
か
な
か
っ
た
。
大
正
七
（
一
九
一
八
）
一
一
月
に
引
っ

越
し
た
雑
司
ヶ
谷
亀
原
の
家
に
し
て
も
、元
歯
科
医
の
も
の
で
二
階
家
の
洋
館
、

八
畳
、
六
畳
、
台
所
で
家
賃
十
円
と
高
額
で
あ
っ
た

（
注
６
）。

ま
た
結
婚
の
前
年
の
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
秋
に
「
未
来
社
」
を
結
成
し
、

月
一
回
の
例
会
を
自
宅
で
開
催
、翌
三
年
に
雑
誌
『
未
来
』
を
刊
行
す
る
な
ど
、

北
原
白
秋
と
詩
壇
を
二
分
し
て
い
た
頃
で
も
あ
り
来
客
が
絶
え
ず
出
費
が
多

か
っ
た
。
池
袋
時
代
は
、
柳
澤
健
や
前
田
鉄
之
介
な
ど
若
い
人
が
毎
日
、
た
ま

に
西
条
八
十
、
北
原
白
秋
、
若
山
牧
水
が
訪
れ
た
と
い
う
。
大
正
七
年
五
月
の

日
記
に
は
、
病
気
の
弟
勉
に
肝
油
ド
ロ
ッ
プ
ス
二
罐
を
送
ろ
う
と
思
っ
た
が
、

お
金
が
な
い
の
で
露
風
の
縫
わ
ず
に
あ
っ
た
大
島
一
枚
を
夫
人
に
持
た
せ
て
買

い
求
め
た
と
あ
る

（
注
７
）。

雑
司
ヶ
谷
の
家
で
も
ま
た
、
来
客
が
多
く
山
田
耕
筰
や
斎

藤
佳
三
が
訪
れ
た
。

家
森
長
治
郎
に
よ
る
と
露
風
は
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
毎
朝
牛
乳
を
飲
み
、
新
聞
は
二
種
類
も
取
っ
て
い
た
。
生
活
費
の
不
足
を

補
う
た
め
に
夫
人
は
持
っ
て
い
た
着
物
を
売
り
、
夜
の
二
時
頃
ま
で
針
仕
事
を

し
て
生
計
を
支
え
た
と
い
う

（
注
８
）。

き
ち
ん
と
勤
め
る
こ
と
な
ど
性
に
合
わ
な
い
、

経
済
に
無
頓
着
だ
っ
た
露
風
が
原
因
で
、
夫
人
は
経
済
的
な
苦
労
の
連
続
で

あ
っ
た
。

（
３
）
つ
つ
ま
し
く
家
政
を
上
手
に
し
て
支
え
た
夫
人

ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
講
師
時
代
は
月
給
七
十
円
と
収
入
が
増
加
し
た
が
、
露

風
は
よ
く
旅
を
す
る
こ
と
か
ら
経
済
的
に
は
決
し
て
裕
福
と
は
言
え
な
い
生
活

で
あ
っ
た
。

あ
る
日
、
露
風
が
感
冒
か
ら
肺
炎
を
併
発
し
て
修
道
院
の
教
師
館
で
病
床
に

臥
せ
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
『
函
館
毎
日
新
聞
』
の
記
者
が
、
函
館
の
童
謡
童
話
劇

会
の
指
導
と
講
演
の
依
頼
に
訪
れ
た
。
露
風
と
な
か
夫
人
は
、
初
対
面
の
記
者
に

対
し
温
か
く
接
し
て
く
れ
た
と
記
事
に
あ
り
、
夫
人
の
人
柄
が
う
か
が
え
る

（
注
９
）。

取
次
に
出
ら
れ
た
白
い
エ
プ
ロ
ン
姿
の
奥
さ
ん
が
快
よ
く
応
接
間
へ
通

し
て
呉
れ
た
。（
中
略
）
要
事
も
済
む
だ
の
で
病
人
に
長
居
は
失
礼
だ

と
思
つ
て
帰
ら
う
と
し
た
処
、
要
意
を
し
た
か
ら
昼
御
飯
を
食
べ
て
行

け
と
奨
め
ら
れ
た
の
で
た
ッ
て
辞
退
す
る
の
も
礼
儀
で
な
い
と
思
つ
た

か
ら
同
行
の
加
藤
氏
と
共
に
別
室
の
簡
易
な
食
堂
に
入
つ
て
三
木
氏
と

奥
さ
ん
の
心
か
ら
の
歓
待
を
受
け
た
。（
中
略
）
奥
様
の
御
親
切
か
ら

出
帆
時
間
の
来
た
事
を
知
つ
た
…
。

夫
婦
が
暮
ら
す
教
師
館
は
、
修
道
院
の
坂
下
に
あ
り
「
小
じ
ん
ま
り
と
し
た

真
四
角
な
青
い
ペ
ン
キ
塗
り
の
洋
館
と
、
日
本
建
て
の
家
と
一
緒
に
な
っ
た
家

の
、
小
さ
な
柵
の
よ
う
な
門
を
押
し
て
入
る
と
、
玄
関
に
鶯
が
籠
の
中
か
ら
客

を
迎
へ
顔
に
啼
く
。
そ
の
西
洋
館
の
方
に
露
風
氏
は
夫
人
と
住
ん
で
い
る
。
室

内
に
は
畳
が
敷
か
れ
壁
の
上
に
錦
絵
な
ど
も
掛
か
っ
て
い
る
。」
と
い
う

）
（注

（
注

。
そ

の
「
山
奥
の
小
学
校
の
分
教
場
で
も
思
わ
せ
る
よ
う
な
洋
風
の
建
物
」
の
間
取

り
は
、「
玄
関
二
畳
を
挾
ん
で
右
手
に
六
畳
と
、
そ
の
後
ろ
に
四
畳
半
が
あ
り
、

左
手
に
八
畳
と
そ
の
後
ろ
に
六
畳
二
た
間
が
並
ん
で
い
た
。
台
所
、
風
呂
場
な

ど
は
玄
関
の
奥
に
あ
っ
た
。
夫
婦
二
人
の
住
居
と
し
て
は
広
過
ぎ
る
位
だ
っ

た
。」
よ
う
で
あ
る

）
（（

（
注

。

― 5 ―

T-01_近藤健史（003-024）.indd   5T-01_近藤健史（003-024）.indd   5 2023/02/28   20:35:282023/02/28   20:35:28



修
道
院
を
辞
し
て
上
京
後
の
経
済
状
況
は
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
六

月
末
に
修
道
院
を
去
る
と
き
に
知
人
か
ら
二
百
円
を
借
り
て
帰
京
、
翌
年
か
ら

数
冊
の
著
書
を
出
版
し
印
税
が
入
る
な
ど
好
転
す
る
。
ま
た
昭
和
三

（
一
九
二
八
）
年
、
な
か
夫
人
の
遠
縁
関
係
に
あ
る
板
橋
家
か
ら
土
地
を
譲
っ

て
も
ら
い
、
北
多
摩
郡
三
鷹
村
牟
礼
に
家
を
新
築
、
隣
に
貸
家
三
軒
を
建
て
家

賃
に
よ
る
定
収
入
を
計
る
。
後
に
は
文
学
全
集
や
童
謡
「
赤
と
ん
ぼ
」
な
ど
の

印
税
が
入
る
よ
う
に
な
る
が
、
金
銭
に
対
し
て
無
頓
着
で
あ
っ
た
こ
と
は
一
生

を
通
じ
て
の
こ
と
で
、
夫
人
は
苦
労
し
た
よ
う
で
あ
る
。

な
か
夫
人
は
長
い
間
、
つ
つ
ま
し
く
家
政
を
上
手
に
や
っ
て
来
た
。
三
木
豊

晴
は
、
そ
の
三
鷹
時
代
の
生
活
を
伝
え
て
い
る

）
（注

（
注

。

同
世
代
の
北
原
白
秋
・
山
田
耕
筰
と
違
い
露
風
は
生
活
と
か
身
の
周
り

に
は
無
頓
着
な
よ
う
で
し
た
。
ま
た
派
手
さ
を
嫌
い
自
然
の
ま
ま
の
生

活
を
好
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
衣
服
も
仲
が
用
意
し
た
も
の
を
着
て
、

出
さ
れ
た
も
の
を
食
べ
て
、
電
化
製
品
も
最
低
限
の
物
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
何
よ
り
も
詩
作
活
動
に
没
頭
し
周
り
が
見
え
て
い
な
い
生

活
の
中
で
、
母
仲
は
苦
労
を
し
て
き
た
よ
う
で
す
。

露
風
の
日
記
に
よ
る
と
、
三
鷹
時
代
の
夫
人
は
質
素
な
中
で
も
小
林
夫
人
、

杉
沼
夫
人
、
岡
崎
夫
人
と
時
折
お
茶
会
や
買
い
物
に
出
か
け
、
趣
味
は
「
菊
の

花
」
と
い
う
生
活
を
楽
し
ん
で
い
た
。

三
　
詩
人
露
風
を
文
学
的
に
支
え
た
夫
人

（
１
）
雑
誌
『
未
来
』
の
詩
の
選
り
分
け
を
手
伝
う
夫
人

大
正
二
（
一
九
一
七
）
年
秋
に
、露
風
を
中
心
に
「
未
来
社
」
が
結
成
さ
れ
、

翌
三
年
二
月
に
雑
誌
『
未
来
』
を
創
刊
し
た
。
内
容
は
詩
や
評
論
、
音
楽
関
係

で
あ
る
。
そ
の
一
ヶ
月
前
に
結
婚
し
た
な
か
夫
人
は
、
新
婚
早
々
か
ら
自
宅
を

訪
れ
る
「
未
来
社
」
の
同
人
た
ち
の
対
応
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

雑
誌
『
未
来
』
の
発
行
は
、
中
断
の
時
期
も
あ
り
大
別
し
て
①
大
正
三
年
二

月
及
び
六
月
、
②
大
正
四
年
一
月
及
び
二
月
、
③
大
正
六
年
一
月
～
九
月
及
び

一
一
月
の
三
期
に
分
け
ら
れ
る
。

な
か
夫
人
は
、こ
の
第
三
期
目
の
雑
誌
『
未
来
』
の
編
集
を
手
伝
っ
て
い
る
。

露
風
が
長
期
の
旅
に
出
か
け
た
た
め
、
夫
人
は
同
人
の
若
手
た
ち
と
雑
誌
『
未

来
』
の
編
集
や
詩
の
選
り
分
け
を
し
た
。
そ
の
時
の
苦
労
を
『
八
幡
太
郎
ノ
ー

ト
』
に
日
記
的
に
記
し
て
い
て
、
未
公
開
の
ま
ま
三
鷹
市
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
）
（注

（
注

。「
ノ
ー
ト
」
に
は
「
七
月
十
八
日
」
と
あ
る
だ
け
で
記
載
年
は
な
い
が
、

内
容
か
ら
露
風
の
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
訪
問
の
第
二
回
目
、
大
正
六

（
一
九
一
七
）
年
七
月
（
八
月
帰
京
）
と
推
定
さ
れ
る
。
雑
誌
『
未
来
』
八
月

号
の
編
集
で
あ
ろ
う
。
こ
の
奥
付
に
よ
る
と
発
行
者
は
「
三
木
操
」、
発
行
所

は
「
未
来
社
」、
住
所
は
露
風
の
自
宅
「
東
京
市
外
池
袋
四
七
五
」、「
社
友
の

詩
稿
は
露
風
が
こ
れ
を
撰
抜
す
。
〆
切
は
毎
月
十
二
日
」
と
あ
る
。

日
記
の
記
載
は
、
原
稿
締
め
切
り
日
後
の
七
月
十
八
日
、
十
九
日
、
廿
日
だ

け
で
あ
り
、
八
月
六
日
印
刷
納
本
、
九
日
発
行
を
控
え
た
編
集
作
業
の
状
況
や

夫
人
の
苦
悩
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。な
か
夫
人
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、

直
筆
「
ノ
ー
ト
」
を
翻
刻
し
て
全
文
を
載
せ
る
こ
と
に
し
た
。

七
月
十
八
日

主
人
が
出
発
し
て
も
う
八
日
に
な
る
、
前
年
ゆ
か
れ
た
時
は
、
非
常
に

一
日
が
永
い
様
に
思
へ
た
が
、
こ
ん
ど
は
日
の
過
ぎ
る
の
が
早
い
様
に

思
わ
れ
る
。
午
後
に
椙
守
が
来
た
け
れ
ど
、む
か
い
が
来
て
か
へ
っ
た
。
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今
、
未
来
の
原
稿
を
あ
れ
こ
れ
と
頁
を
慥
（
拵
カ
）
ら
へ
て
居
る
け
れ

ど
思
ふ
様
に
は
か
ど
ら
な
い
、
自
分
に
は
詩
を
い
ゝ
か
わ
る
い
か
見
わ

け
る
事
は
と
て
も
む
づ
か
し
い
が
、
そ
れ
で
も
手
さ
ぐ
り
を
す
る
様
な

眼
で
其
の
内
か
ら
よ
り
出
し
た　

そ
し
て
八
人
程
み
わ
け
た
時
草
間
の

原
稿
に
な
っ
た　

い
く
ら
見
て
居
て
も
見
る
ほ
ど
解
ら
な
く
そ
し
て
頭

が
痛
く
な
る　

も
う
日
は
暮
れ
か
け
て
居
る　

其
時
気
ま
ぐ
れ
の
郵
便

や
が
来
た　

そ
れ
に
主
人
か
ら
原
稿
が
来
た
そ
れ
で
少
し
気
づ
よ
く

な
っ
た
気
が
し
た
。
空
腹
を
感
じ
て
き
た
の
で
食
事
に
し
よ
う
と
お

も
っ
た
が
な
に
も
す
る
げ
ん
き
わ
な
い
、
あ
る
物
で
す
ま
せ
た　

大
へ

ん
疲
れ
た
様
に
思
っ
た　

夜
る
椙
守
が
来
た
辻
町
の
方
へ
散
歩
に
行
く

と
言
ふ
か
ら
電
気
の
玉
を
買
っ
て
来
る
様
に
た
の
ん
だ　

な
ん
だ
か
今

日
は
わ
び
し
い
日
で
そ
し
て
せ
き
に
ん
の
あ
る
だ
が
其
の
為
に
快
し
て

げ
ん
き
は
出
な
か
っ
た
。

三
嶋
章
道
来
た
日

十
九
日

今
日
も
晴
れ
朝
早
く
た
ゝ
み
を
拭
い
た
り
家
を
掃
除
し
た　

井
戸
が

二
三
日
前
か
ら
こ
は
れ
て
ま
だ
直
ら
な
い
向
の
井
戸
へ
も
ら
い
に
行
く

の
で
随
分
水
を
大
切
に
つ
か
う
水
の
少
な
い
程
不
自
由
の
事
は
な
い
と

思
っ
た　

そ
し
て
ト
ラ
ピ
ス
ト
の
事
を
想
っ
て
居
た　

椙
守
が
朝
か
ら

来
て
呉
れ
た　

そ
し
て
十
一
時
頃
ま
で
居
た
の
で
大
分
出
来
上
っ
た　

午
後
に
藤
森
が
来
た
其
の
内
に
濱
野
と
北
村
が
来
た
三
人
は
何
か
と
話

し
合
っ
て
居
た　

北
村
は
詩
集
の
比
評
新
聞
な
ぞ
見
て
ゐ
た
。　

濱
野

に
灰
野
さ
ん
の
家
へ
原
稿
を
も
ら
い
に
行
く
事
を
頼
ん
だ
。
夜
は
水
が

不
自
由
な
が
ら
も
行
水
を
つ
か
っ
た
。
そ
こ
へ
斎
藤
が
来
た　

そ
れ
で

餘
録
を
書
く
こ
と
に
し
た　

そ
し
て
明
朝
灰
野
さ
ん
の
家
へ
原
稿
を
も

ら
い
に
行
く
と
言
ふ
こ
と
を
約
束
し
た　

そ
し
て
い
な
や
を
社
の
方
へ

明
日
午
前
に
電
話
を
掛
る
こ
と
に
し
た
。

七
月
廿
日

今
日
は
原
稿
が
集
る
と
思
っ
て
色
々
朝
の
内
か
ら
用
意
し
て
居
た　

今

日
も
椙
守
が
来
て
呉
れ
た
椙
守
の
居
る
内
斉
藤
の
と
こ
ろ
へ
電
話
を
掛

に
い
っ
た　

灰
野
さ
ん
の
原
稿
が
出
来
な
い
の
で
又
あ
て
が
く
る
っ

た
。
椙
守
の
家
か
ら
む
か
い
が
来
た　

そ
れ
で
目
次
や
廣
告
を
書
に
来

る
と
言
っ
て
歸
っ
た
、
す
る
と
直
き
に
女
中
が
手
紙
を
持
っ
て
来
た　

家
に
歸
へ
り
ま
し
た
ら
父
が
小
言
を
云
い
ま
し
て
當
分
外
に
出
さ
ぬ
と

　

そ
れ
で
色
々
仕
事
が
の
こ
っ
て
居
ま
す
か
ら
こ
の
者
に
お
渡
し
下
さ

い
と
の
意
味
で
あ
っ
た　

だ
け
ど
女
中
に
は
自
分
は
渡
さ
な
か
っ
た　

椙
守
に
と
っ
て
は
気
が
か
り
で
は
あ
ろ
を
け
れ
ど　

又
自
分
も
困
る
け

れ
ど　

志
か
ら
れ
た
と
言
ふ
事
が
可
愛
さ
う
で
あ
っ
た
か
ら　

濱
野
が

や
っ
と
午
後
に
来
た　

ま
だ
灰
野
さ
ん
の
原
稿
も
明
朝
ま
で
待
っ
て
呉

れ
と
言
ふ
し
加
藤
さ
ん
も
昼
時
で
な
け
れ
ば
出
来
な
い
と
言
ふ
し
、
本

當
に
困
っ
て
志
ま
っ
た
、
な
に
も
か
も
ゆ
き
違
い
に
な
る
様
で
か
な
し

く
な
っ
て
来
た
。

留
守
に
し
た
露
風
に
代
わ
っ
て
雑
誌
の
編
集
を
し
た
夫
人
は
、
難
解
な
詩
の

た
め
頭
が
痛
く
な
り
、
責
任
を
感
じ
つ
つ
何
も
す
る
元
気
が
な
く
な
っ
た
。
あ

げ
く
に
井
戸
は
壊
れ
て
も
ら
い
水
を
す
る
状
況
の
中
で
、
頼
り
の
椙
守
は
父
親

に
外
出
を
禁
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
二
人
分
の
原
稿
が
遅
れ
る
な
ど
の
三
日
間
、「
な

に
も
か
も
ゆ
き
違
い
に
な
る
様
で
か
な
し
く
な
っ
て
来
た
」
の
で
あ
っ
た
。
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こ
の
日
記
に
見
え
る
名
は
、
未
来
社
同
人
の
若
い
詩
人
で
あ
る
草
間
省
、
椙

守
事
麿
、
齋
藤
正
雄
、
濱
野
英
二
、
北
村
初
雄
、
藤
森
秀
夫
、
原
稿
の
遅
れ
た

灰
野
庄
平
（
劇
作
家
）、
加
藤
精
一
（
新
劇
・
俳
優
）
で
あ
る
。
来
訪
者
と
し

て
の
三
嶋
章
道
（
小
説
家
・
劇
作
家
）
は
、
三
嶋
通
陽
の
筆
名
で
あ
り
大
正
五

年
に
学
習
院
高
等
科
を
中
退
し
、
こ
の
頃
は
同
人
誌
「
三
光
」
な
ど
を
創
刊
し

創
作
活
動
を
し
て
い
た
。
三
鷹
市
所
蔵
の
露
風
直
筆
ノ
ー
ト
『
読
書
餘
録　

個

人
別
社
友
名
簿
』
に
は
、「
北
村
初
雄　

横
浜
市
南
太
田
二
二
九
」、「
加
藤
精

一　

麴
町
区
九
丁
目
十
四
番
地
」、「
市
外
千
駄
ヶ
谷
七
百
六
十
二　

三
光
會　

三
島
通
陽
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

一
九
日
に
「
北
村
は
詩
集
の
比
評
新
聞
な
ぞ
見
て
い
た
」
と
あ
る
の
は
、
七

月
一
〇
日
に
露
風
の
序
文
付
で
刊
行
さ
れ
た
北
村
初
雄
の
処
女
詩
集
『
吾
歳
と

春
』（
未
来
社
）
の
批
評
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
露
風
と
世
の
作
者
の
た
め
に
著
作
権
を
守
る
夫
人

な
か
夫
人
は
、
知
人
か
ら
の
手
紙
に
よ
り
露
風
作
品
の
無
断
使
用
の
こ
と
を

知
っ
た
。
そ
れ
に
対
す
る
夫
人
の
返
信
（
手
紙
の
下
書
き
）
が
、
未
公
開
の
ま

ま
三
鷹
市
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

）
（注

（
注

。
こ
れ
は
、
な
か
夫
人
の
著
作
権
に
関
す
る
考

え
を
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
翻
刻
し
て
全
文
を
掲
載
す
る
。

御
手
紙
を
難
有
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
は
こ
と
に
お
寒
い
や
う
に

思
は
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
は
昨
朝
小
雪
が
積
っ
て
お
り
ま
し
て
こ
の
家
か

ら
は
よ
い
眺
め
で
御
座
い
ま
し
た
。
さ
て
お
手
紙
に
よ
り
ま
す
と
今
度

日
活
で
三
木
の
作
詞
「
ふ
る
さ
と
の
」
を
映
畫
に
す
る
さ
う
で
す
が
其

事
に
付
い
て
は
初
耳
で
す
、
御
手
紙
の
内
に
藤
原
氏
と
や
ら
大
方
藤
原

義
江
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
ま
す
。
藤
原
氏
は
以
前
も
三
木
の
詩
を
レ

コ
ー
ド
に
吹
き
込
み
莫
大
な
る
謝
禮
を
取
り
洋
行
ま
で
し
た
人
で
す
が

作
歌
者
た
る
三
木
に
対
し
て
は
何
ん
の
挨
拶
も
な
く
當
時
三
木
が
立
腹

し
て
居
り
ま
し
た
が
、
今
後
、
映
畫
に
な
る
事
は
誠
に
喜
ば
し
き
事
で

す
が
言
葉
あ
っ
て
こ
そ
そ
れ
が
映
畫
に
も
な
る
わ
け
で
す
か
ら
作
者
に

対
し
て
御
挨
拶
の
あ
る
の
は
當
然
の
こ
と
に
て　

も
し
無
断
に
て
封
切

す
る
と
き
は
抗
義
を
申
込
む
と
申
し
て
居
り
ま
す
。

藤
原
氏
と
か
い
ふ
方
が
係
り
の
や
う
に
御
手
紙
に
あ
り
ま
す
が　

し
か

し
結
果
は
会
社
に
あ
る
の
で
す
、
そ
れ
で
封
切
ま
で
に
会
社
の
方
か
ら

何
と
か
御
挨
拶
が
あ
っ
て
皆
円
満
で
あ
る
事
を
望
み
ま
す
の
で
す
。
い

つ
頃
ま
で
に
映
畫
が
出
来
上
が
る
の
で
せ
う
か　

恐
れ
入
り
ま
す
が
お

知
ら
せ
く
だ
さ
る
や
う
願
上
げ
ま
す
（
前
に
も
あ
る
事
で
す
し
今
後
三

木
一
人
の
為
で
な
く
世
の
作
者
の
為
に
も
）

な
か
夫
人
は
、
知
人
の
手
紙
に
よ
り
日
活
で
露
風
の
作
詩
「
ふ
る
さ
と
の
」

を
映
画
に
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
映
画
は
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
三

月
一
四
日
公
開
、浅
草
オ
ペ
ラ
の
ス
タ
ー
藤
原
義
江
主
演
の
「
ふ
る
さ
と
」（
日

活
、
溝
口
健
二
監
督
）
で
あ
る
。
藤
原
は
以
前
も
三
木
の
詩
を
レ
コ
ー
ド
に
吹

き
込
ん
だ
が
、
何
の
挨
拶
も
な
か
っ
た
の
で
当
時
露
風
は
立
腹
し
て
い
た
。
そ

の
レ
コ
ー
ド
は
、昭
和
三（
一
九
二
八
）年
二
月
発
売「
ふ
る
さ
と
」（
ビ
ク
タ
ー
、

斎
藤
佳
三
作
曲
）
と
思
わ
れ
る
。

露
風
は
、
今
度
も
無
断
で
封
切
と
な
っ
た
と
き
は
抗
議
す
る
と
い
う　

し
か

し
、
な
か
夫
人
は
、
事
を
荒
立
て
ず
に
円
満
解
決
を
望
む
。
映
画
化
す
る
こ
と

は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
主
演
の
藤
原
義
江
の
責
任
と
い
う
よ
り
会
社
か
ら

の
挨
拶
が
あ
っ
て
皆
円
満
に
解
決
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
ま
た
著
作
権
問

題
を
露
風
個
人
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
世
間
の
作
者
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い
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た
の
で
あ
る
。

手
紙
が
書
か
れ
た
年
月
は
不
明
で
あ
る
が
、
映
画
が
昭
和
五
年
三
月
に
封
切

で
あ
る
こ
と
か
ら
昭
和
四
年
末
か
ら
五
年
初
め
の
事
で
あ
ろ
う
。な
か
夫
人
は
、

映
画
に
対
す
る
理
解
と
と
も
に
作
品
の
著
作
権
の
こ
と
ま
で
気
を
配
っ
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
資
料
で
あ
る
。

（
３
）
モ
ニ
カ
と
呼
ば
れ
た
夫
人

な
か
夫
人
は
、大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
に
受
洗
し
て
洗
礼
名
を
モ
ニ
カ
、

露
風
は
パ
ウ
ロ
と
い
う
。
露
風
は
、夫
人
を
日
常
で
は
仲
子
と
呼
ん
だ
。
ま
た
、

ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
を
辞
し
て
か
ら
の
著
書
に
夫
人
に
対
し
「
愛
妻
モ
ニ
カ
」、

自
身
は
「
ポ
ー
ロ
」
と
署
名
し
て
贈
っ
て
い
る
。
そ
の
署
名
文
と
著
書
を
年
代

順
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る

）
（注

（
注

。

①
「
二
人
の
作
っ
た
此
著
を
喜
を
以
て
我
が
妻
の
モ
ニ
カ
に
贈
る　

一
九
二
五
年
八
月
十
二
日
羅
風
三
木
ポ
ー
ロ
」『
修
道
院
雑
筆
』（
大
正

一
四
年
八
月
一
二
日
、
新
潮
社
）

②
「
我
が
最
愛
の
三
木
モ
ニ
カ
に
贈
る　

一
九
二
六
年
一
月
十
五
日　

三
木

ポ
ー
ロ
」『
修
道
院
生
活
』（
大
正
一
五
年
一
月
一
四
日
、
新
潮
社
）

③
「
す
ず
蘭
も
黄
菊
も
紅
き
姫
百
合
も
、
な
れ
に
似
た
り
と
思
ふ
此
夏　

愛

妻
三
木
モ
ニ
カ
様
に
お
く
る　

一
九
二
六
年
六
月　

羅
風
三
木
ポ
ー
ロ
」

『
修
道
院
詩
集　

信
仰
の
曙
』（
大
正
一
一
年
六
月
二
五
日
、
新
潮
社
）

④
「
愛
す
る
我
妻
の
三
木
モ
ニ
カ
に
贈
る　

汝
と
共
に
在
り
て
作
り
し
此
歌

集
を
心
か
ら
贈
る　

一
九
二
六
年
六
月
」『
ト
ラ
ピ
ス
ト
歌
集
』（
大
正

一
五
年
六
月
一
五
日
、
ア
ル
ス
）

⑤
「
愛
す
る
我
妻
の
三
木
モ
ニ
カ
に
贈
る　

一
九
二
六
年
七
月
二
十
四
日　

ポ
ー
ロ
三
木
操
」『
神
へ
の
道
』（
大
正
一
五
年
七
月
二
十
日
、
イ
デ
ア

書
院
）

⑥
「
我
が
愛
す
る
妻
の
モ
ニ
カ
に
贈　

一
九
二
六
年
十
月
十
六
日　

ポ
ー
ロ

露
風
」『
童
謡
集　

お
日
さ
ま
』（
大
正
一
五
年
一
〇
月
一
〇
日
、ア
ル
ス
）

⑦
「
我
が
愛
妻
の
三
木
道
子
に
贈
る　

大
正
十
五
年
十
一
月
二
十
三
日　

露

風
」『
三
木
露
風
詩
集　

第
一
巻
』（
大
正
一
五
年
一
一
月
一
六
日
、
第
一

書
房
）

⑧
「
我
が
愛
す
る
妻
の
三
木
モ
ニ
カ
に
贈
る　

昭
和
一
年
十
二
月　

三
木

ポ
ー
ロ
」『
詩
歌
の
道
』（
大
正
一
四
年
七
月
一
五
日
、
ア
ル
ス
）

⑨
「
我
が
愛
す
る
妻
の
三
木
モ
ニ
カ
に
贈
る　

昭
和
二
年
二
月
十
日　

三
木

ポ
ー
ロ
」『
童
謡
集　

真
珠
島
』（
大
正
一
〇
年
一
二
月
一
八
日
、ア
ル
ス
）

⑩
「
天
父
と
閑
古
鳥　

我
が
愛
す
る
三
木
露
風
の
妻
の
モ
ニ
カ
に
贈
る
」

「
一
九
二
六
年
五
月
三
十
日　

青
森
県
三
本
木
に
て　

三
木　

操
」（
平
成

三
年
発
見
、和
紙
の
巻
紙
に
墨
書
き
、長
詩
篇
「
天
父
と
閑
古
鳥
」、詩
「
妻

に
」）

露
風
は
、
大
正
一
四
年
か
ら
昭
和
二
年
の
間
に
刊
行
し
た
九
冊
の
著
書
に
愛

妻
モ
ニ
カ
と
署
名
し
て
夫
人
に
贈
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
二
人
で
作
っ
た
此

の
著
を
喜
を
以
て
」
や
「
汝
と
共
に
在
り
て
作
り
し
此
歌
集
」
と
感
謝
を
示
し
、

露
風
を
支
え
て
く
れ
た
夫
人
を
「
鈴
蘭
・
黄
菊
・
紅
い
姫
百
合
」
に
似
る
と
詠

む
。
露
風
は
、
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
五
月
二
七
日
作
の
詩
「
鈴
蘭
」（
三

鷹
市
所
蔵
『
カ
ト
リ
ッ
ク
の
精
神
（
創
作
ノ
ー
ト
）』
で
、
鈴
蘭
を
「
愛
ら
し

鈴
蘭
よ　

野
に
す
わ
つ
て
ゐ
る
幼
い
子
供
の
や
う
な　

白
い
花
の
鈴
蘭
よ
」
と

表
現
し
て
い
る
。
鈴
蘭
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
古
く
か
ら
聖
母
マ
リ
ア
の
花
と

さ
れ
て
い
て
「
謙
虚
」「
純
潔
」
な
ど
の
花
言
葉
で
あ
る
。「
愛
妻
モ
ニ
カ
」
を

象
徴
す
る
花
で
あ
ろ
う
。

な
か
夫
人
は
、
露
風
が
「
モ
ニ
カ
に
贈
る
」
と
記
し
た
著
書
と
書
簡
を
大
切
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に
保
管
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

四
　
モ
ニ
カ
の
文
学
作
品

な
か
夫
人
が
作
品
を
残
し
て
い
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

本
来
の
文
学
的
才
能
か
、
新
婚
早
々
か
ら
「
未
来
社
」
の
同
人
た
ち
に
接
し
、

雑
誌
『
未
来
』
の
編
集
の
手
伝
い
や
詩
人
露
風
に
身
近
に
接
し
て
の
素
養
な
の

か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
作
品
は
意
外
と
多
い
。
そ
の
短
歌
、
俳
句
、
詩
は
、
公
表

さ
れ
る
こ
と
な
く
露
風
の
直
筆
『
ノ
ー
ト
』
や
『
手
帳
』
に
記
さ
れ
た
ま
ま
で

あ
っ
た
。「
モ
ニ
カ
」
は
、
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
四
月
一
六
日
か
ら
の

洗
礼
名
で
あ
る
が
、
夫
人
の
作
品
の
ほ
と
ん
ど
に
筆
名
と
し
て
「
モ
ニ
カ
」
を

用
い
て
い
る
。
露
風
は
「
ポ
ー
ロ
・
パ
ウ
ロ
」
と
あ
る
。

（
１
）
夫
婦
に
よ
る
唱
和
歌
・
短
連
歌

夫
人
は
、
和
歌
を
露
風
と
合
作
し
て
完
成
さ
せ
る
、
い
わ
ゆ
る
短
連
歌
の
形

式
で
歌
を
作
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
相
互
に
創
作
と
鑑
賞
を
即
興
的
に
す
る
機

知
に
富
む
文
芸
、
こ
と
ば
遊
び
で
も
あ
る
。
そ
の
直
筆
の
歌
を
翻
刻
し
た
。

①
閑
古
鳥
啼
け
ば
こ
た
ふ
る
山
彦
の 

ポ
ー
ロ

　

い
と
静
な
る
初
夏
の
森 

モ
ニ
カ

②
八
重
櫻
咲
き
初
め
に
け
り 

モ
ニ
カ

　

夕
暮
の
我
家
の
庭
の
薄
ら
明
り
に 

ポ
ー
ロ

③
静
な
る
雨
の
音
聞
く
初
夏
の 

モ
ニ
カ

　

若
葉
の
園
を
思
ひ
た
り
け
り 

ポ
ー
ロ

④
垂
れ
込
め
て
あ
れ
ば
淋
し
く
な
り
に
け
り 

ポ
ー
ロ

　

雨
続
く
日
は
鳥
も
啼
か
ず
に 

モ
ニ
カ

⑤
靑
海
に
波
立
ち
騒
ぐ
風
の
日
は 

モ
ニ
カ

　

白
帆
の
影
の
波
に
ま
が
え
り 

ポ
ー
ロ

⑥
六
月
の
星
あ
ま
た
な
る
北
國
に 

モ
ニ
カ

　

烏
賊
釣
り
舟
の
見
え
初
め
に
け
り 

ポ
ー
ロ

⑦
夏
の
夜
の
御
空
に
月
の
照
り
映
え
て 

パ
ウ
ロ

　

都
の
空
の
う
つ
く
し
き
か
な 

モ
ニ
カ

⑧
雨
降
り
て
色
増
す
靑
の
我
が
庭
よ 

羅
風

　

風
も
交
じ
り
し
水
無
月
の
く
れ 

モ
ニ
カ

⑨
梅
花
に
も
か
よ
へ
る
香
を
焚
き
に
け
り 

羅
風

　

春
雨
の
降
る
夜
の
静
け
さ 

モ
ニ
カ

⑩
春
浅
き
籬
の
内
の
猫
や
な
ぎ 

道
子

　

ふ
る
雪
に
し
も
白
く
な
り
け
り 

羅
風

⑪
垂
れ
こ
め
て
け
ふ
一
日
は
暮
れ
に
け
り 

モ
ニ
カ

　

し
づ
か
に
雨
の
降
る
音
の
し
て 

露
風

⑫
白
菊
と
黄
菊
と
生
け
し
秋
の
日
に 

露
風

　

か
を
り
床
し
き
室
の
明
る
さ 

モ
ニ
カ

⑬
秋
の
夜
の
と
も
し
の
も
と
に
衣
を
縫
ふ 

モ
ニ
カ

　

日
毎
〳
〵
に
冬
の
来
ぬ
れ
ば 

露
風

⑭
春
の
き
た
る
を
告
ぐ
る
に
か
あ
ら
む 

露
風

　

師
走
な
る
都
の
町
に
小
鳥
啼
き 

モ
ニ
カ

①
②
③
④
は
、
霞
城
館
所
蔵
『
16　

N
O

T
E BO

O
K

』
所
収
で
大
正
一
一

（
一
九
二
二
）
年
四
月
か
ら
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
六
月
末
ま
で
の
ト
ラ

ピ
ス
ト
修
道
院
時
代
の
作
で
あ
る
。
⑤
⑥
⑦
は
三
鷹
市
所
蔵
の
『
ノ
ー
ト　

短

歌
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
大
会
詠
』
に
あ
り
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
の

作
と
思
わ
れ
る
。
⑧
は
三
鷹
市
所
蔵
の
『
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
手
帳
』
所
収
。
⑨
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⑩
⑪
⑫
⑬
は
霞
城
館
所
蔵
、
ノ
ー
ト
『
緑
星
』（
三
木
モ
ニ
カ
）
所
収
、
帰
京

し
た
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
七
月
の
戸
塚
時
代
か
ら
昭
和
二
（
一
九
二
七
）

年
秋
頃
ま
で
の
作
。
⑭
は
三
鷹
市
所
蔵『
大
正
十
三
年
新
文
章
日
記
』（
新
潮
社
）

の
「
十
二
月
三
十
日
」
所
収
、
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
～
昭
和
三
二

（
一
九
五
七
）
年
頃
の
作
で
あ
る
。

連
歌
は
、
五
・
七
・
五
／
七
・
七
と
七
・
七
／
五
・
七
・
五
の
形
式
が
あ
り
、
①
③

④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
は
前
者
、
⑭
は
後
者
の
形
式
、
②
は
五
七
／
五
七
七

形
式
で
あ
る
。

①
は
、
ポ
ー
ロ
が
閑
古
鳥
の
啼
き
声
が
こ
だ
ま
す
る
と
詠
ん
だ
の
に
対
し
、

モ
ニ
カ
は
「
閑
古
鳥
」
の
名
の
由
来
か
ら
鳴
き
声
が
人
を
呼
ぶ
よ
う
な
寂
し
げ

に
響
く
の
は
人
里
離
れ
た
静
か
な
初
夏
の
森
と
応
じ
た
。
②
は
八
重
桜
が
咲
き

は
じ
め
る
と
詠
ん
だ
の
に
対
し
、
ポ
ー
ロ
は
大
景
か
ら
小
景
（
夕
暮
→
家
→
庭

→
八
重
櫻
）
と
焦
点
を
絞
る
。
少
し
「
咲
き
初
め
」
に
対
し
て
か
す
か
な
「
薄

ら
明
り
」
と
応
え
た
か
。
桜
は
ま
だ
「
薄
い
」（
ま
ば
ら
で
あ
る
）
意
の
面
白

さ
も
あ
る
か
。
③
は
、
モ
ニ
カ
の
「
雨
」、
季
語
「
初
夏
」
か
ら
、
ポ
ー
ロ
は

夏
の
季
語
「
若
葉
雨
」
を
発
想
、「
雨
の
音
」（
聴
覚
）
と
「
若
葉
」（
視
覚
）

を
対
比
さ
せ
る
。
④
は
、
ポ
ー
ロ
が
「
垂
れ
込
め
て
」
い
る
と
「
淋
し
く
」
な

る
と
詠
ん
だ
の
に
対
し
、モ
ニ
カ
は
「
垂
れ
込
め
て
」
を
家
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ

て
外
に
出
な
い
で
い
る
の
意
と
、
雨
雲
が
低
く
垂
れ
て
い
る
の
意
を
掛
詞
的
に

し
て
「
雨
続
く
日
」
と
応
え
、「
鳥
も
啼
か
ず
」
静
か
な
の
で
と
応
え
「
淋
し

く
な
り
」
に
寄
り
添
う
。

⑤
は
「
波
」
と
い
う
語
を
共
有
さ
せ
「
靑
」
と
「
白
」、「
騒
ぐ
」
と
「
ま
が

え
り
」（
紛
え
る
）、「
風
」
と
「
帆
」
を
対
応
さ
せ
る
。
モ
ニ
カ
の
「
波
」
が

立
ち
騒
ぐ
「
風
の
日
は
」
と
詠
ん
だ
の
に
対
し
、
ポ
ー
ロ
は
「
風
」
を
受
け
る

「
白
帆
」
も
騒
ぐ
と
思
い
き
や
、
帆
（
白
）
の
「
影
」（
黒
）
が
「
波
」
に
入
り

乱
れ
る
と
い
う
発
想
の
面
白
さ
が
あ
る
。
⑥
は
、
モ
ニ
カ
が
天
上
の
「
星
」
が

多
く
見
え
る
と
詠
ん
だ
こ
と
に
対
し
、
ポ
ー
ロ
は
夜
空
に
光
る
星
を
夜
の
海
に

浮
か
ぶ
「
烏
賊
釣
り
船
」
の
「
灯
り
」
と
展
開
さ
せ
、
六
月
か
ら
長
く
続
く
漁

期
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
と
詠
む
。
お
そ
ら
く
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
か
ら
臨
ん
だ

津
軽
海
峡
の
景
で
あ
ろ
う
。
⑦
は
、
パ
ウ
ロ
が
夏
の
夜
空
の
月
が
輝
き
照
ら
す

と
詠
ん
だ
の
に
対
し
、
モ
ニ
カ
は
一
般
的
に
夜
涼
を
誘
う
季
語
「
夏
の
月
」
に

対
し
て
「
都
の
空
」（
蒸
し
暑
さ
）
と
詠
ん
だ
か
。

⑧
の
「
羅
風
」
は
大
正
一
三
年
五
月
か
ら
大
正
一
五
年
八
月
ま
で
使
用
し
た
。

創
作
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
六
月
の
雨
に
よ
り
生
命
力
が
増
す
庭
を
詠
む
。
直

筆
『
手
帳
』
に
は
庭
の
「
緑
」
を
生
命
力
の
象
徴
「
靑
」
に
書
き
換
え
た
跡
が

あ
る
。
モ
ニ
カ
は
、
羅
風
の
「
雨
降
り
て
」
に
対
し
「
風
も
」
と
応
じ
、
そ
の

季
節
は
「
水
無
月
」（
水
の
月
）
と
詠
む
。
六
月
の
異
名
「
青
水
無
月
」
の
「
青
」

は
青
葉
の
茂
る
時
を
意
味
す
る
。
モ
ニ
カ
の
「
水
無
月
」
は
羅
風
の
「
青
」
か

ら
の
発
想
か
。

⑨
は
、
羅
風
が
梅
花
に
も
漂
う
香
を
焚
い
た
と
詠
ん
だ
の
に
対
し
、
モ
ニ
カ

は
細
や
か
に
降
り
続
く
春
雨
の
静
け
さ
ゆ
え
と
詠
む
。
ま
た
「
か
よ
ふ
」
を
入

り
交
じ
る
や
似
か
よ
う
の
意
と
す
る
と
そ
の
香
は
春
雨
に
よ
り
梅
花
が
咲
き
漂

う
香
と
応
じ
た
か
。
⑩
は
「
道
子
」
と
「
羅
風
」
と
あ
る
珍
し
い
例
で
あ
る
。

春
を
告
げ
る
猫
や
な
ぎ
の
銀
白
色
の
毛
に
被
わ
れ
た
花
穂
は
、
春
が
ま
だ
浅
い

の
で
降
る
雪
で
「
白
く
」
な
っ
た
の
だ
と
応
じ
る
。
⑪
は
、
モ
ニ
カ
が
家
に
閉

じ
こ
も
っ
て
日
が
暮
れ
る
と
詠
ん
だ
の
に
対
し
、
露
風
は
「
垂
れ
こ
め
る
」
の

は
雨
雲
が
お
お
っ
て
い
る
せ
い
で
家
の
中
に
籠
っ
て
い
る
、「
雨
の
音
」
だ
け

が
す
る
静
か
な
一
日
と
寄
り
添
う
。
⑫
は
、
秋
の
日
に
白
と
黄
の
菊
を
活
け
た

と
詠
ん
だ
の
に
対
し
、
そ
の
香
が
室
に
漂
い
明
る
く
な
っ
た
と
応
え
る
。「
床

し
き
」
は
「
床
敷
き
」
と
「
ゆ
か
し
い
」（
気
品
・
情
緒
が
あ
っ
て
お
く
ゆ
か
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し
く
心
惹
か
れ
る
）
の
意
も
あ
る
か
。
⑬
は
、
秋
の
夜
長
に
灯
り
の
下
で
縫
物

を
す
る
と
詠
ん
だ
の
に
対
し
、そ
れ
は
間
も
な
く
訪
れ
る
冬
の
た
め
と
応
え
る
。

「
と
も
し
」
に
は
、「
乏
し
い
・
不
足
」
の
意
味
も
含
む
か
。

⑭
は
、
露
風
が
春
を
告
げ
る
の
は
あ
る
だ
ろ
う
か
と
詠
ん
だ
の
に
応
え
て
、

一
般
的
に
は
「
春
告
鳥
」
の
「
鶯
」
で
あ
る
が
、
モ
ニ
カ
は
「
春
」（
一
月
）

よ
り
少
し
前
の
「
師
走
」（
一
二
月
）、
そ
れ
も
都
に
啼
く
「
小
鳥
」
で
あ
る
と

詠
む
。
こ
の
歌
は
日
記
の
「
十
二
月
三
十
日
」
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
露
風
の
『
ノ
ー
ト
』
や
『
手
帳
』
に
は
、露
風
の
作
と
共
に
「
モ

ニ
カ
」
と
署
名
さ
れ
た
作
品
が
多
数
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
短
歌
の
ほ
と
ん
ど

が
露
風
と
創
作
の
場
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
か
夫
人
の
文
学
的
素

養
を
示
す
貴
重
な
未
公
開
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
に
各
資
料
か
ら
抽
出
し

て
年
代
順
・
掲
載
順
に
翻
刻
し
て
掲
載
す
る
。
数
が
多
い
た
め
、
作
品
を
理
解

す
る
簡
単
な
参
考
を
付
す
だ
け
に
し
て
鑑
賞
な
ど
は
省
略
し
た
。（
直
筆
の
ノ
ー

ト
や
草
稿
の
判
読
不
可
能
の
部
分
は
□
で
示
し
た
）

（
2
）『
ト
ラ
ピ
ス
ト
歌
集
』（
大
正
一
五
年
）
の
草
稿
に
あ
る
作
品

（
霞
城
館
所
蔵
『
16　

N
O

T
E BO

O
K

』
所
収
、
大
正
一
三
年
・

一
九
二
四
年
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
作
が
多
い
）

①
何
の
樹
か
菰
着
て
過
す
北
の
春

 

モ
ニ
カ

②
枯
葉
の
小
径
を
ゆ
け
ば
う
ら
う
ら
と
春
ま
だ
あ
さ
き
松
風
の
音

 

モ
ニ
カ

③
眺
む
れ
ば
春
あ
さ
き
野
に
羊
ら
の
は
る
か
向
ふ
に
群
れ
あ
そ
ぶ

 

モ
ニ
カ

④
小
春
日
の
杉
の
並
木
の
道
ゆ
け
ば
う
づ
た
か
く
積
む
木
の
香
ぞ
高
き

 

モ
ニ
カ

⑤
日
だ
ま
り
に
草
の
實
ひ
ろ
ふ
雀
哉

 

モ
ニ
カ

⑥
春
雨
や
煙
れ
る
中
に
小
鳥
な
く

 

モ
ニ
カ

⑦
春
雨
の
靄
た
ち
こ
も
る
丘
の
上
夕
の
鐘
の
な
り
ゆ
ら
ぐ
な
り

 

モ
ニ
カ

⑧
春
雨
や
す
る
こ
と
も
な
く
日
は
暮
る

 

モ
ニ
カ

⑨
牧
場
の
朧
月
夜
や
水
だ
ま
り

 

モ
ニ
カ

⑩
雨
霽
れ
て
雫
の
落
つ
る
一
し
き
り
朧
月
夜
の
風
の
ま
に
ま
に

 

モ
ニ
カ

⑪
風
や
み
て
い
と
静
か
な
る
雨
な
れ
ど
潮
騒
の
音
高
く
き
こ
ゆ
る

 

モ
ニ
カ

⑫
鶯
の
谷
わ
た
り
聞
く
晝
眞
晝

 

モ
ニ
カ

⑬
春
雨
に
鶯
を
聴
く
湯
槽
か
な

 

モ
ニ
カ

⑭
春
雨
の
霽
れ
し
雲
間
の
紅
き
空
小
鳥
の
啼
け
る
夕
の
一
時

 

モ
ニ
カ

⑮
浅
茅
生
の
池
の
水
の
面
に
日
は
照
り
て
鶯
な
け
り
初
夏
の
日
に

 

モ
ニ
カ
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⑯
街
道
の
馬
啼
く
声
春
暮
る

 

モ
ニ
カ

⑰
初
夏
の
雨
霽
れ
に
け
り
鳥
啼
く
山
の
麓
は
静
に
暮
れ
て

 

モ
ニ
カ

⑱
初
夏
の
雨
は
静
に
ふ
り
そ
ゝ
ぎ
林
鹿
の
家
は
早
暮
れ
に
け
り

 

モ
ニ
カ

⑲
櫻
咲
く
向
ふ
の
海
は
青
く
し
て
舟
の
通
る
を
□
が
ら
に
見
る

 

モ
ニ
カ

⑳
月
の
夜
は
更
く
る
も
知
ら
で
語
り
な
ど
歌
語
り
な
ど
山
の
一
つ
家

 

モ
ニ
カ

㉑
櫻
咲
く
家
を
訪
ね
て
来
り
け
り
引
戸
の
音
の
な
つ
か
し
さ
か
な

 

モ
ニ
カ

㉒
北
國
の
麓
の
風
は
荒
く
し
て
雨
に
ま
ぢ
り
て
強
く
吹
き
打
つ

 

モ
ニ
カ

㉓
北
國
の
春
を
吹
く
風
強
く
し
て
夕
の
鐘
の
と
ぎ
れ
〳
〵
に

 

モ
ニ
カ

㉔
春
雨
の
靄
立
ち
罩
め
て
深
々
と
麓
の
家
に
潮
の
遠
な
り

 
モ
ニ
カ

㉕
春
雨
や
鶯
の
声
う
る
み
た
り

 

モ
ニ
カ

㉖
年
毎
に
訪
れ
来
る
鳥
の
數
山
家
の
春
は
楽
し
か
り
け
り

 

モ
ニ
カ

㉗
北
海
に
春
の
来
る
は
遅
く
し
て
月
の
光
を
吹
く
風
白
し

 

モ
ニ
カ

㉘
我
家
の
櫻
の
花
は
盛
り
た
り
月
は
静
に
上
る
夜
櫻

 

モ
ニ
カ

㉙
大
空
に
月
は
静
に
上
り
た
り
ポ
プ
ラ
は
ゆ
ら
ぎ
風
の
音
し
て

 

モ
ニ
カ

㉚
そ
よ
そ
よ
と
風
は
吹
き
来
る
笹
の
葉
に
月
は
さ
や
か
に
光
た
り
け
り

 

モ
ニ
カ

㉛
葭
切
の
啼
き
そ
め
に
け
り
初
夏
の
我
家
の
前
の
澤
の
ほ
と
り
に

 

モ
ニ
カ

㉜
青
葉
に
ま
ぢ
り
て
咲
け
る
た
ん
ぽ
ゝ
の
黄
な
る
は
う
れ
し
路
の
ほ
と
り
に

 

モ
ニ
カ

㉝
山
裾
の
梨
の
畑
は
花
盛
り
森
の
梢
に
閑
古
鳥
鳴
く

 

モ
ニ
カ

㉞
雨
霽
れ
て
雲
ま
ば
ら
な
る
野
の
末
の
森
の
彼
方
に
ほ
と
と
ぎ
す
啼
く

 

モ
ニ
カ

㉟
雨
霽
れ
て
霞
立
ち
行
く
麓
に
は
鳥
か
ぎ
り
な
く
鳴
き
初
め
に
け
り

 

モ
ニ
カ

㊱
花
園
の
花
に
静
に
置
く
露
の
雨
霽
れ
の
時
を
保
ち
け
る
か
な

 

モ
ニ
カ

㊲
若
葉
み
な
光
り
た
り
け
り
初
夏
の
谷
に
来
た
れ
ば
水
の
音
し
て

 

モ
ニ
カ

㊳
山
裾
の
梨
の
畑
に
雨
降
り
て
山
路
を
急
ぐ
横
降
り
に
降
る
る

 

モ
ニ
カ

㊴
青
草
に
光
り
輝
く
初
夏
の
日
は
山
陰
に
沈
ま
む
と
す
る

 

モ
ニ
カ
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㊵
風
の
日
に
波
の
ま
に
〳
〵
行
く
舟
の
そ
の
な
り
は
ひ
を
思
ひ
や
ら
る
る

 

モ
ニ
カ

（
3
）
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
五
月
一
五
日
付
け
書
簡
に
あ
る
作
品

（
霞
城
館
所
蔵
『
ノ
ー
ト
24　

日
記
及
び
書
簡
』
所
収
）

①
枯
葉
の
小
径
を
ゆ
け
ば
う
ら
う
ら
と
春
ま
だ
あ
さ
き
松
風
の
音

 

モ
ニ
カ

②
年
毎
に
訪
れ
来
る
鳥
の
藪
山
家
の
春
は
楽
し
か
り
け
り

 

モ
ニ
カ

（
六
月
末
に
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
を
辞
し
て
上
京
す
る
こ
と
を
伝
え
る
露

風
か
ら
五
十
嵐
力
宛
の
書
簡
控
の
中
、露
風
の「
近
詠
」三
首
の
後
に
あ
る
）

 

（
4
）
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
頃
の
作
品

（
三
鷹
市
所
蔵『
ノ
ー
ト　

短
歌
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
大
会
詠
』所
収
、

表
紙
に
一
九
二
四
年
一
〇
月
一
九
日
日
曜
日
作
と
記
載
）

①
靄
の
夜
は
淋
し
か
り
け
り
初
夏
の
風
に
ま
ぢ
り
て
波
の
音
聞
く

 
モ
ニ
カ

②
遠
山
に
霞
た
な
び
く
初
夏
の
聲
こ
の
牧
場
に
牛
は
啼
き
た
り

 

モ
ニ
カ

③
初
夏
の
谷
の
若
葉
は
深
々
と
繁
み
の
中
よ
り
水
の
音
聞
く

 

モ
ニ
カ

④
う
ら
〳
〵
と
日
は
輝
き
て
若
葉
す
る
林
の
中
を
鳥
は
飛
び
ゆ
く

 

モ
ニ
カ

⑤
青
葉
に
ま
ぢ
り
た
り
け
り
蒲
公
英
の
白
き
綿
毛
は
と
び
も
や
ら
ず
に

 

モ
ニ
カ

⑥
青
空
は
澄
渡
り
た
り
輝
き
て
葭
切
の
啼
く
真
晝
な
る
か
も

 

モ
ニ
カ

⑦
山
の
靄
は
晴
れ
行
き
に
け
り
青
空
に
夏
雲
白
く
の
ぞ
く
が
見
ゆ
る

 

モ
ニ
カ

⑧
松
風
の
聲
に
ま
ぢ
り
て
波
の
音
聞
く
は
楽
し
き
松
の
林
に

 

モ
ニ
カ

⑨
「
温
泉
宿
に
て
」

夕
暮
の
障
子
の
外
に
湯
の
音
を
聞
き
つ
ゝ
友
と
語
る
楽
し
さ

 

モ
ニ
カ

北
國
の
温
泉
宿
の
庭
に
咲
く
り
ん
ご
の
花
は
美
し
く
あ
り

 

モ
ニ
カ

⑩
新
緑
の
朝
の
蝦
夷
富
士
雲
晴
れ
て
六
月
半
ば
雪
は
残
れ
り

 

モ
ニ
カ

⑪
阿
蘭
陀
の
運
河
に
似
た
る
小
樽
港
下
駄
穿
け
る
人
釣
り
し
て
ゐ
た
り

 

モ
ニ
カ

（
右
の
歌
の
直
前
に
露
風
作
「
小
樽
公
園
に
て
立
て
る
木
を
詠
め
る
」
一

首
が
あ
る
。
露
風
は
大
正
一
三
年
六
月
末
に
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
を
辞
し

て
帰
京
す
る
。
同
年
六
月
一
二
日
付
、
母
の
再
婚
相
手
・
義
父
碧
川
企
救

男
宛
手
紙
控
え
に
、
帰
京
前
に
小
樽
に
住
む
碧
川
家
を
夫
婦
で
訪
れ
る
と

あ
る
）

⑫
初
夏
の
小
樽
の
町
に
雨
降
り
て
若
葉
う
る
ほ
ふ
汽
車
の
音
し
て

 

モ
ニ
カ

⑬
大
沼
の
若
葉
の
森
に
靄
か
ゝ
り
朝
の
旅
路
は
心
地
よ
き
か
も

 

モ
ニ
カ
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⑭
山
と
山
連
な
る
麓
家
ま
ば
ら
明
け
行
く
朝
に
煙
立
つ
見
ゆ

 

モ
ニ
カ

⑮
い
ざ
よ
ひ
の
月
の
光
は
照
り
わ
た
り
海
邊
の
波
は
し
づ
か
な
り
け
り

 

モ
ニ
カ

⑯
緑
葉
を
立
ち
つ
ら
ね
た
る
坂
路
を
聖
體
行
列
上
り
ゆ
く
な
り

 

モ
ニ
カ

（
右
の
歌
の
直
前
に
露
風
作
「
一
九
二
四
年
六
月
朝
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院

の
聖
體
行
列
に
参
加
し
て
」
一
首
が
あ
る
）

⑰
聖
歌
う
た
ふ
行
列
の
ゆ
く
青
葉
路
香
爐
の
煙
ゆ
ら
ぎ
た
り
け
り

 

モ
ニ
カ

⑱
空
青
く
若
葉
は
す
べ
て
光
な
り
真
晝
の
中
に
風
は
そ
よ
ぎ
て

 

モ
ニ
カ

⑲
北
國
の
星
の
夜
空
は
美
し
く
天
の
川
と
は
そ
こ
と
知
ら
る
ゝ

 

モ
ニ
カ

⑳
夕
暮
れ
の
青
葉
の
先
に
来
て
た
ゝ
く
水
鶏
の
音
を
日
毎
に
そ
聞
く

 

モ
ニ
カ

㉑
東
京
の
家
と
家
と
は
重
な
り
て
狭
き
空
に
も
惠
み
あ
り
け
り

 
モ
ニ
カ

㉒
狭
庭
に
も
夏
は
楽
し
き
夕
か
な

 

モ
ニ
カ

㉓
「
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
大
会
詠　

於
東
京
関
口
天
主
公
教
会

一
九
二
四
年
十
月
十
九
日
日
曜
作
」

は
る
〴
〵
と
見
は
る
か
す
野
に
た
た
な
は
る
雲
の
中
良
に
富
士
の
山
見
る

 

モ
ニ
カ

武
蔵
野
の
野
菜
畑
の
連
な
り
て
富
士
の
高
ね
を
木
の
蔭
に
見
ゆ

 

モ
ニ
カ

武
蔵
野
の
秋
の
並
木
を
な
つ
か
し
む
梢
の
蔭
に
百
舌
（
鵙
）
の
啼
く
声

 

モ
ニ
カ

　
（
5
）
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
八
月
二
四
日
の
作
品

　

①
「
三
木
モ
ニ
カ
の
作
／
一
九
二
五
年
八
月
廿
四
日
信
濃
安
代
温
泉
に
て
」

　
　
（
三
鷹
市
所
蔵
『
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
手
帳
』
所
収
）

車
中
に
て

山
百
合
や
名
も
知
ら
ぬ
花
咲
き
て
あ
り
信
濃
の
旅
の
山
麓
に

千
曲
川
橋
を
わ
た
り
て
見
わ
た
せ
ば
稲
田
霞
み
て
山
の
つ
ら
な
る

車
中
に
て

朝
ぼ
ら
け
霞
む
山
々
つ
ら
な
り
て
稲
田
も
青
く
見
え
そ
め
に
け
り

信
濃
な
る
山
路
を
れ
け
ば
秋
草
の
千
ゝ
に
み
だ
れ
て
咲
て
あ
り
け
り

②
「
信
濃
安
代
温
泉
に
て
、
一
九
二
五
年
八
月
廿
四
日
」

　
（
霞
城
館
所
蔵
、
三
木
モ
ニ
カ
『
緑
星
』
所
収
、「
山
間
歸
途
」）

夏
の
夜
に
稲
田
の
ほ
と
り
わ
が
ゆ
け
ば
水
の
音
に
ま
ぢ
り
虫
の
聲
す
る

山
裾
に
灯
は
と
も
り
た
り
路
ゆ
け
ば
風
の
そ
よ
ぎ
に
稲
の
香
の
し
て

み
そ
は
ぎ
の
赤
く
咲
き
た
り
水
の
邊
に
う
つ
る
も
涼
し
湯
の
宿
の
街

（
夫
婦
で
長
野
県
信
濃
安
代
温
泉
に
出
か
け
た
時
の
歌
。
露
風
は
、
日

記
に
八
月
廿
四
日
午
前
七
時
十
分
す
ぎ
に
豊
野
駅
に
着
し
、
安
代
温
泉

に
至
り
山
崎
屋
に
宿
る
。
紀
行
文
「
信
濃
の
旅
」
を
書
く
。
夕
暮
モ
ニ

カ
と
共
に
散
歩
し
、
夕
の
空
が
美
し
く
宵
の
明
る
さ
が
甚
だ
美
し
く
、

又
櫛
形
の
月
が
鮮
や
か
に
で
て
い
た
と
記
し
て
い
る
。
露
風
は
「
湯
の

宿
に
霞
み
て
見
ゆ
る
夏
の
山
そ
よ
ぐ
か
ぜ
吹
き
て
鳥
の
飛
び
ゆ
く
」
を
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詠
む
）

　
（
6
）
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
二
月
八
日
の
作
品

　
　
　
（
霞
城
館
所
蔵
『
ノ
ー
ト　

一
九
二
五
』
所
収
）

　
　
　
「
土
筆　

モ
ニ
カ
作
」

菜
ば
た
け
越
え
て

向
う
の
岡
に
、

春
ま
ち
が
ほ
に

木
の
芽
が
萌
え
て
、

土
筆
生
へ
た
、
生
へ
た
、

袴
を
は
い
て
、

ど
こ
に
行
く
の
か
、

立
ち
な
ら
ぶ

こ
ゝ
は
日
だ
ま
り
、

雨
ふ
り
あ
げ
く
、

ふ
と
っ
た
土
筆
が
、

立
ち
な
ら
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
二
六
年
二
月
八
日

　
（
7
）
昭
和
二
（
一
九
五
三
）
年
頃
の
作
品

　
　
　
（
三
鷹
市
所
蔵
『
ノ
ー
ト　

短
歌
・
童
謡
・
日
記
』
所
収
）

①
武
蔵
野
の
と
き
彼
方
の
松
並
木
空
は
霞
み
て
風
の
そ
よ
吹
く 

 

三
木
モ
ニ
カ

②
花
吹
雪
人
の
小
袖
に
ふ
り
か
か
る
小
金
井
堤
雲
雀
鳴
く
か
も 

 

モ
ニ
カ
作

③
武
蔵
野
の
並
木
の
原
に
蓬
摘
む
空
に
雲
雀
の
声
を
き
き
つ
つ 

 

モ
ニ
カ

　
（
8
）
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
七
月
の
作
品

　
　
　

 （
三
鷹
市
所
蔵
『
大
正
十
三
年　

新
文
章
日
記
』「
七
月
二
十
七
日
日

曜
日
」
欄
）

　
　
　
「
昭
和
三
十
二
年
七
月
の
日
記　

三
木
露
風
」

夕
焼
の
光
洩
れ
く
る
椎
の
木
の
茂
み
の
中
に
蜩
の
啼
く 

 

モ
ニ
カ

（
右
の
歌
の
前
に
、露
風
作「
今
日
は
主
日
な
れ
ば
安
息
日
の
歌
を
作
る
」

一
首
が
あ
る
）

　
（
9
）
創
作
年
代
不
明
の
作
品

　
　
　
（
霞
城
館
所
蔵
『
ノ
ー
ト　

６
』
所
収
）

　
　
　
「
春　
　

三
木
モ
ニ
カ
作
」

菫
、
蒲
公
英
、
紫
雲
英
、

畑
に
は
菜
の
花
咲
出
し
た
。

春
の
野
路
は
楽
し
い
な
。

風
も
そ
よ
そ
よ
あ
た
た
か
い
。

若
葉
が
萌
ゆ
る
梢
に
は
、

小
鳥
も
来
て
鳴
く
、
歌
ひ
ま
す
。

日
は
う
ら
う
ら
と
照
中
を
、
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私
は
行
か
う
野
の
果
て
に
。

空
と
青
葉
、
地
平
線
、

春
の
日
ざ
し
の
う
ら
う
ら
と
、

輝
く
晝
の
静
け
さ
に
、

す
べ
て
は
憩
ふ
、
若
く
し
て
。

　
（
10
）
モ
ニ
カ
と
署
名
は
な
い
が
「
花
更
紗
便
箋
」
に
書
か
れ
た
作
品

　
　
　

 （
前
掲
、
な
か
夫
人
が
「
ふ
る
さ
と
の
」
映
画
化
に
つ
い
て
書
い
た

便
箋
の
表
紙
「
花
更
紗　

於
巴
里　

虹
兒
作
」
に
ピ
タ
リ
と
収
ま
る

蕗
谷
虹
児
の
「
花
更
紗
」
便
箋
に
書
か
れ
、
筆
跡
も
似
る
の
で
掲
載

す
る
。
三
鷹
市
所
蔵
、
鉛
筆
書
き
一
枚
）

　
　
　
「
十
三
夜
」

郊
外
の
我
家
の
ほ
と
り

今
宵
十
三
夜
の
月

黄
ば
み
た
る
稲
田
の
上
に

昇
り
た
り

新
道
に
荷
車
の

帰
る
音
ま
ば
ら
に

空
と
野
に
響
く

ば
ん
秋
の
野
は

ふ
か
〴
〵
と
く
れ
て

そ
の
中
に
鈴
虫
と

こ
ほ
ろ
ぎ
の
か
そ
け
き
声

見
え
る
野
一
面
に

静
、
月
の
光
と
と
も
に

（
挿
絵
画
家
の
蕗
谷
虹
兒
は
大
正
一
四
年
・
一
九
二
五
年
～
昭
和
四

年
・
一
九
二
九
年
ま
で
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
。
パ
リ
風
の
モ
ダ
ン
な
画

風
の
挿
絵
、
女
性
の
後
ろ
姿
入
り
便
箋
表
紙
は
、
借
金
返
済
の
た
め

帰
国
し
心
な
ら
ず
も
挿
絵
画
家
生
活
に
戻
っ
た
頃
の
作
。
詩
は
「
郊

外
の
我
が
家
」
と
あ
り
、
昭
和
三
年
・
一
九
二
八
年
三
鷹
村
牟
礼
に

移
住
し
た
昭
和
初
期
の
作
か
）

　
五
　
な
か
夫
人
の
『
八
幡
太
郎
ノ
ー
ト
』
所
収
作
品

（
作
品
に
モ
ニ
カ
と
署
名
は
な
い
が
、三
鷹
市
所
蔵
『
八
幡
太
郎
ノ
ー

ト
』
に
所
収
。
前
掲
、
な
か
夫
人
の
雑
誌
『
未
来
』
編
集
状
況
の
日

記
に
続
い
て
書
か
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
こ
と
、
筆
跡
の
類
似
か
ら

参
考
作
品
と
し
て
記
載
す
る
）

①
詩
「
多
そ
が
れ
」

　

多
そ
が
れ

野
は
ふ
く
ら
か
に
高
く

や
わ
ら
か
き
空
の
さ
か
い
に

日
は
野
面
の
蔭
に
お
ち

風
ふ
く

路
の
べ
の
花
は

葉
と
葉
と
の
う
ら
に
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ふ
る
へ
つ
ゝ
落
つ（

カ
）る

音

我
れ
あ
ゆ
め
ば

音
お
こ
り
て

ゆ
く
も
の
の
中
に
こ
だ
ま
す

②
詩　

無
題

月
よ

我
が
愛
す
る
初
秋
の
月

白
き
ま
ば
ら
な
る
雲
の
間
よ
り

白
く
光
ゆ
く
雲
光
り
動
き
て

野
は
一
面
に

草
は
灰
白
く
流
れ
の
如
く
路
な
り
に

生
い
ふ
し
た
り

高
き
木
し
く
き
木
皆
し
げ
み

光
は
白
く
葉
の
上
に
さ
ゞ
な
み
の
様
に

夢
見
つ
ゝ
蟬
の
は
ね
音

茂
み
の
中
に
落
ち
つ
く
ら
し

ア
ゝ
白
き
月
よ
我
は
聞
く

我
が
心
の
内
に
我
が
愛
す
る
月
よ

③
詩
「
五
月
」

　
　

五
月

薄
月
は
か
た
む
き
た
り

何
物
の
音
も
な
く

こ
ゝ
一
面
に
水
気
立
ち

よ
わ
き
蛙
の
鈍
き
こ
ゑ
の
み

竹
林
は
重
た
げ
に
頚
振
る

く
ろ
き
蔭
よ
り
こ
ゑ
お
こ
り

け
だ
物
の
う
め
き
が
如
く

寂
寞
は
月
に
綢
を
な
す

其
志
づ
ま
り
の
中

我
と
そ
の
蔭
と
は
働
く
。

④
短
歌
七
首

菜
の
花
に
き
て
は
く
る
へ
る
て
ふ
な
れ
ど
に
ほ
い
み
だ
れ
て
こ
こ
ろ
か

な
し
む

知
り
そ
め
し
君
が
み
こ
ゝ
ろ
思
ふ
と
き
お
さ
な
心
に
な
み
だ
こ
ぼ
る
ゝ

お
と
を
と
の
再
後
の
別
れ
お
し
ま
れ
て
今
あ
た
ら
し
く
ふ
る
き
名
を
よ
ぶ

庭
に
咲
く
お
し
ろ
い
花
の
夕
咲
き
を
せ
め
て
再
後
の
真
心
の
花

つ
め
た
き
に
再
後
の
疲
れ
な
ぜ
く
れ
と
我
れ
手
を
と
れ
ば
よ
ろ
こ
び
て

死
す

梨
の
實
を
む
く
も
せ
わ
し
く
お
と
を
と
に
再
後
の
食
と
思
ふ
も
悲
し
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お
と
を
と
の
口
に
ぬ
ら
せ
し
ふ
で
志
づ
く
か
は
く
時
な
く
と
わ
に
か
い

ら
じ

⑤
短
歌
「
思
い
出
の
種
」

春
な
れ
ば
種
ま
か
ん
と
て
お
し
ろ
い
の
少
な
き
多
ね
に
思
い
出
お
ゝ
し

こ
の
た
ね
が
花
で
あ
る
時
お
と
お
と
に
永
久
の
別
れ
を
思
ふ
も
悲
し

（
露
風
の
弟
の
勉
は
、
支
那
の
新
聞
社
に
勤
め
て
い
て
病
気
に
か
か

り
引
き
揚
げ
て
き
て
、
大
正
七
年
・
一
九
一
八
年
八
月
中
旬
に
上
京

し
て
露
風
宅
で
療
養
し
た
が
看
病
の
甲
斐
な
く
病
状
が
進
み
九
月

一
六
日
死
去
。
門
司
に
い
る
勉
か
ら
の
手
紙
で
、
病
気
の
容
体
が
思

わ
し
く
な
い
た
め
上
京
し
て
露
風
を
頼
り
た
い
と
言
っ
て
き
た
時
、

露
風
が
ど
う
し
よ
う
か
と
夫
人
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
来
さ
せ
な
さ

い
と
勧
め
た
と
い
う
。
勉
の
死
に
関
し
て
は
、露
風
の
直
筆
草
稿「
弟

の
死
・
去
年
の
こ
と
ど
も
」（
三
鷹
市
所
蔵
）、「
我
弟
の
死
」『
国
民

文
学
』
大
正
八
年
二
月
号
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
頃
の
状
況
は
霞
城

館
所
蔵
「Pocket D
iary T

A
ISH

O
 Ⅶ

」
の
日
記
に
記
さ
れ
て
い

る
。
右
の
④
⑤
の
歌
は
全
集
な
ど
に
も
未
所
収
で
あ
る
）

⑥
詩
「
大
根
洗
い
場
に
て
」

　

大
根
洗
い
場
に
て

ペ
レ
ア
ス

あ
ぜ
道
は
し
る
ペ
レ
ア
ス

蛙
は
水
の
中
に
と
び
こ
む

ペ
レ
ア
ス
の
ぞ
け
ば

く
ろ
い
あ
た
ま
は
向
の
岸
へ

あ
ぜ
道
は
し
る
ペ
レ
ア
ス

に
ほ
う
菜
た
ね
の
う
つ
る
の
も

な
ん
で
ペ
レ
ア
ス
知
る
も
の
ぞ

音
な
く
く
る
う
二
ツ
の
て
ふ

て
ふ
の
心
を

な
ん
で
ペ
レ
ア
ス
知
る
も
の
ぞ

ペ
レ
ア
ス
の
ぞ
け
ば

犬
の
心
に
て
ふ
〳
〵
の
か
げ

吹
け
ば
菜
た
ね
の
に
ほ
い
の
み

参
考
、
露
風
作
、
童
詩
「
ペ
レ
ア
ス
」

（『
お
日
さ
ま
』
所
収
、
大
正
一
五
年
一
〇
月
、
ア
ル
ス
）

　
「
ペ
レ
ア
ス
」

ペ
レ
ア
ス

ペ
レ
ア
ス

ペ
レ
ア
ス
よ
。

白
い
子
犬
の
ペ
レ
ア
ス
よ
。

ペ
レ
ア
ス
が
、
は
し
れ
ば
、

草
が
、
に
ほ
ふ
、

木
が
、
に
ほ
ふ
、

ク
ロ
ー
バ
の
白
い
花
も
、
に
ほ
ふ
。
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羊
が
、
出
て
ゐ
る
野
の
、

白
い
雲
も
、
出
て
ゐ
る
野
の
、

赤
い
小
家
、

ペ
レ
ア
ス
の
小
家
。

ペ
レ
ア
ス
、

は
し
れ
よ
、
ペ
レ
ア
ス
。

風
が
、
そ
よ
そ
よ
、

雲
が
浮
く
三
月
。

（『
三
木
露
風
全
集　

第
三
巻
』
補
遺
（
九
九
九
頁
）
の
日
記
に
、
大

正
初
期
の
三
月
二
三
日
、
生
ま
れ
て
一
年
未
満
の
「
仔
犬
じ
み
た
」

犬
の
ペ
レ
ア
ス
が
病
気
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
象
徴
派

の
影
響
を
受
け
た
詩
人
、劇
作
家
の
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
に
象
徴
劇「
ペ

レ
ア
ス
と
メ
リ
ザ
ン
ド
」、
一
八
九
三
年
初
演
が
あ
る
。
そ
れ
を
台

本
と
し
た
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
同
名
戯
曲
五
幕
も
の
オ
ペ
ラ
も
あ
る
。

日
本
語
訳
は
、
大
正
一
二
年
『
近
代
劇
体
系
第
一
〇
巻
』
小
林
竜
雄

が
あ
る
。「
ペ
レ
ア
ス
」
は
、
ア
ー
サ
ー
王
物
語
に
登
場
す
る
円
卓

の
騎
士
「
ペ
レ
ア
ス
卿
」
か
ら
名
づ
け
た
か
）

⑦
詩　

無
題

今
日
も
暮
れ
は
て

空
に
高
く
星
は
ま
ば
ら
に

そ
の
光
は
我
が
心
を
い
た
く
す
い
よ
す
が
如
く

我
が
心
な
み
だ
く
ま
し
く
し
ば
た
ゝ
く

星
の
ま
ば
た
き　

と
我
が
心
の
悲
み
の
中
に

が
ん
の
む
れ
な
き
わ
た
る

ア
ゝ
が
ん
我
が
悲
み
の
上
に
な
き
た
も
れ

我
が
友
の
か
い
な
を
と
り
た
も
れ

が
ん
は
知
ろ
う
か
知
る
ま
い
か

み
や
ま
か
く
れ
て
な
い
て
ゆ
く

春
が
来
た
か
ら
か
へ
る
の
か

ま
こ
と
や
が
ん
の
む
れ
の
内

春
は
く
れ
ど
も
あ
だ
花
の

す
た
れ
て
の
こ
る
我
が
心

こ
く
こ
く
と
し
ら
む
み
ね
の
上

⑧
詩
「
み
こ
こ
ろ
に
祈
る
」

　

み
こ
こ
ろ
に
祈
る

今
日
も
我
が
心
を
お
び
や
か
す

天
よ
り
来
た
る
か
地
よ
り
は
き
た
る
か

我
が
心
の
上
を
お
び
や
か
す
そ
が
す
が
た

ア
ゝ
す
く
い
た
ま
へ
君
が
大
い
な
る
手
を
持
っ
て
我
が
心
の
上
を

ね
が
わ
く
ば
君
が
と
ざ
さ
れ
し
と
び
ら
の
内
へ

我
が
つ
か
れ
た
る
心
を
ね
む
ら
せ
た
ま
へ

今
日
も
来
て
は
君
が
み
た
ま
の
お
ん
ま
へ
に

花
の
香
を
持
ち
美
く
し
き
言
葉
も
て

― 20 ―

T-01_近藤健史（003-024）.indd   20T-01_近藤健史（003-024）.indd   20 2023/02/28   20:35:332023/02/28   20:35:33



そ
が
す
が
た
の
た
ゝ
ず
む
時

我
が
心
は
お
び
へ
お
の
ゝ
く

ね
が
は
く
ば
君
が
と
ざ
さ
れ
し
と
び
ら
の
内
へ

小
さ
き
我
が
た
ま
し
い
を
ね
む
ら
せ
た
ま
へ
と

今
日
も
来
て
は
我
が
心
を
お
び
や
か
す

⑨
詩
「
我
お
さ
な
け
れ
ば
」

　

我
お
さ
な
け
れ
ば

我
が
お
さ
な
子
を

君
知
り
な
ば

今
も
お
さ
な
く

君
が
み
む
ね
に

生
い
ふ
す
も
の
を

君
い
づ
こ
に
お
は
せ
し
や

我
お
さ
な
く
て

君
を
思
へ
ば

君
ま
た
我
を
思
ふ
や

今
も
お
さ
な
く

生
い
ふ
す
も
の
を

我
れ
今
、
思
ふ

⑩
詩
「
朝
」

　

朝

青
葉
を
ゆ
ら
ぐ
朝
風
よ

空
の
カ
ー
テ
ン
に

露
に
ぬ
れ
た
若
葉
に

ぬ
く
も
れ
た
肌
を
か
す
め
て
ゆ
く

青
葉
の
下
に
は

た
っ
た
一
つ
の
姫
百
合
が

う
つ
む
き
が
ち
に
思
は
れ
げ
に

ゆ
ら
ぐ
風
よ

朝
の
な
さ
け
の
露
の
し
む

花
び
ら
の
甘
き
匂
ひ
の
か
は
か
ぬ
間
に

ゆ
ら
ぐ
風
よ

し
た
へ
の
セ
ッ
プ
ン
の
か
は
か
ぬ
間
に

朝
の
風
の
き
よ
く
あ
れ

す
べ
て
の
上
に
。

⑪
詩
「
雑
司
ヶ
谷
墓
地
に
て
」

　

雑
司
ヶ
谷
墓
地
に
て

み
ど
り
葉
に
も
ゆ
る
が
如
き
落
日
の

き
ら
め
き
そ
よ
ぐ
夕
風

葉
づ
れ
の
音
も
靜
な
り

墓
の
下
に
は
亡
き
人
の

な
さ
け
の
か
よ
う
今
も
な
ほ

一
つ
、
一
つ
に

只
ち
ん
も
く
の
墓
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な
ん
と
な
く
夕
風
の
肌
寒
く

葉
の
道
を
歩
む
時

夕
日
の
か
ゝ
る
二
人
ㇼ
の
顔

葉
の
ゆ
ら
ぐ
ま
に
〳
〵

（
大
正
一
一
年
九
月
末
、
雑
司
ヶ
谷
墓
地
に
三
木
家
の
墓
を
建
て
父

節
次
郎
と
弟
勉
の
遺
骨
を
埋
葬
す
る
。
三
鷹
市
所
蔵
『
大
正
十
三
年

新
文
章
日
記
』
に
は
、
昭
和
二
八
年
九
月
一
六
日
の
弟
の
命
日
に
墓

参
り
に
出
か
け
た
こ
と
、
昭
和
三
二
年
の
「
三
木
勉
命
日
」
に
詠
ん

だ
露
風
作
「
蕭
や
か
に
雨
は
降
り
た
り
墓
参
り
了
へ
て
帰
り
し
宵
の

ひ
と
と
き
」
の
歌
が
あ
る
）

⑫
詩　

無
題

う
ぐ
い
す
の
玉
子
よ

忘
れ
て
ゐ
っ
た
お
や
鳥
は

都
の
空
で
啼
い
て
ゐ
よ
う

西
に
や
真
赤
な
日
が
落
ち
る

こ
の
ま
ゝ
か
け
す
に
置
い
た
な
ら

ふ
く
ろ
ー
が
来
て
の
ぞ
き
ま
す

赤
い
ば
ら
の
つ
ぼ
み
の
中
へ

入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
こ
の
玉
子

ば
ら
の
花
の
匂
ふ
と
き

知
っ
て
る
者
は
百
合
ば
か
り

⑬
詩　

無
題

谷
間
の
草
は
生
い
し
げ
り

そ
の
中
に
つ
め
た
い
白
い
花
二
ツ
三
ツ

草
の
根
を
ふ
む
音

つ
か
れ
た
足
を
草
に
置
き

青
空
に
雲
も
な
く

高
き
木
の
繁
み
の
か
げ

煙
草
の
煙
り
草
に
ほ
ふ

ふ
っ
と
か
す
め
て

青
葉
に

す
べ
り
こ
む　

音
も
な
く
。

⑭
詩
「
満
月
」

　

満
月

芒
の
上
の
お
月
様

今
日
は
十
五
夜
お
月
様

芒
う
ご
け
ば
か
げ
う
ご
く
、

「
か
げ
や
唐
祿
人

ふ
ま
い
て
み
し
や
れ
」

あ
る
く
か
げ
に
は
鬼
が
来
る

鬼
は
か
け
だ
し
ふ
ま
ね
ば
な
ら
ぬ

「
影
や
と
ー
ろ
く
人
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ふ
ま
い
て
み
し
や
れ
」

柿
の
木
下
に
こ
ゑ
が
す
る

今
日
は
十
五
夜
お
月
様

白
い
光
に
こ
ゑ
が
す
る
。

お
わ
り
に

な
か
夫
人
は
、
露
風
を
経
済
的
、
文
学
的
に
支
え
た
。
ま
た
短
歌
・
俳
句
・

詩
も
作
っ
て
い
た
。
夫
人
は
、
何
故
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
露
風
を
支
え
た
の
か
。

水
守
亀
之
助
が
露
風
と
初
め
て
会
っ
た
の
は
、
露
風
が
中
学
二
年
、
一
六
、七

歳
で
あ
っ
た
。
水
守
は
、
そ
の
頃
の
露
風
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て

い
る

）
（注

（
注

。
負
け
ん
氣
で
、
鼻
っ
柱
が
強
く
て
、
傲
岸
不
遜
と
さ
へ
見
え
る
彼
の
や

う
な
早
熟
の
天
才
兒
は
、
ど
こ
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、
人
事
關
係
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
く
わ
け
は
な
い
の
で
あ
っ
た
。
寛
容
に
し
て
よ
く
己
れ
を

容
れ
て
く
れ
る
先
輩
か
、唯
々
諾
々
と
し
て
く
つ
つ
い
て
來
る
友
達
か
、

弟
子
の
や
う
な
後
輩
か
で
な
け
れ
ば
交
り
は
つ
づ
か
な
か
っ
た
だ
ら

う
。
そ
れ
で
な
く
て
さ
へ
、
ど
う
か
す
る
と
自
分
の
方
か
ら
反
撥
し
て

し
ま
ふ
。
い
は
ゆ
る
狷
介
弧
峭
と
で
も
い
ふ
の
で
あ
ら
う
が
、そ
の
癖
、

人
な
つ
つ
こ
い
さ
び
し
が
り
屋
で
も
あ
つ
た
。

露
風
と
生
涯
を
共
に
し
た
な
か
夫
人
は
、
水
守
の
言
う
先
輩
・
友
達
・
後
輩

の
要
素
を
合
わ
せ
持
っ
た
人
柄
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
露
風
に
対
し
て
広
い
心

を
持
ち
受
け
容
れ
、
は
い
は
い
と
何
事
に
も
逆
ら
わ
ず
に
従
い
、
師
に
従
っ
て

教
え
を
受
け
る
内
弟
子
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
夫
婦
で
短
連
歌
形
式
の

歌
を
作
り
楽
し
み
、
ま
た
露
風
の
直
筆
「
ノ
ー
ト
」
や
「
手
帳
」
に
記
さ
れ
て

い
る
夫
人
の
作
品
に
、
露
風
が
手
を
入
れ
た
痕
跡
も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら

文
学
の
面
で
も
弟
子
の
よ
う
な
夫
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
か
夫
人
は
、露
風
の
か
た
く
な
に
自
分
の
意
志
を
守
り
人
と
和
合
し
な
い
、

人
懐
っ
こ
い
が
寂
し
が
り
の
屋
の
性
格
に
つ
い
て
、
幼
少
期
に
お
け
る
両
親
の

離
婚
に
原
因
が
あ
る
と
理
解
し
、「
大
き
な
子
供
を
育
て
る
」
と
い
う
思
い
で

接
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
か
夫
人
の
母
の
よ
う
な
愛
情
は
、
深
層
ま
で
に
達
し

て
い
た
露
風
の
幼
少
期
の
傷
を
癒
し
て
く
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
露
風
は
修
道
院

時
代
に「
妻
と
共
に
語
り
て
あ
れ
ば
い
つ
し
か
に
此
世
の
憂
を
忘
れ
は
て
け
り
」

と
妻
へ
の
想
い
を
詠
む

）
（注

（
注

。
ま
た
夫
人
は
「
や
む
我
を
な
ぐ
さ
め
ん
と
鈴
蘭
を
夫

は
生
け
た
り
枕
辺
の
甕
」
と
詠
ん
で
い
る

）
（注

（
注

。
結
婚
当
初
に
別
れ
る
こ
と
も
考
え

た
夫
人
は
、
わ
が
ま
ま
い
っ
ぱ
い
の
露
風
を
深
く
愛
し
、
気
難
し
い
詩
人
露
風

を
生
涯
支
え
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
な
か
夫
人
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
霞
城
館
所
蔵
ノ
ー
ト
『
緑
星
』
の

作
品
と
合
わ
せ
て
完
成
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

謝
辞

本
研
究
は
、
令
和
二
年
度
科
研
費
（
Ｊ
Ｐ
２
０
Ｋ
０
０
２
９
７
）
の
助
成

を
受
け
た
「
三
木
露
風
の
未
公
開
資
料
の
公
開
・
整
理
及
び
基
礎
的
研
究
」

に
お
け
る
成
果
の
一
部
で
す
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
本
稿

を
草
す
る
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
東
京

都
三
鷹
市
役
所
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
芸
術
文
化
課
並
び
に
兵
庫
県
た
つ
の

市
の
公
益
財
団
法
人
童
謡
の
里
龍
野
文
化
振
興
財
団
「
霞
城
館
」
に
感
謝
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申
し
上
げ
ま
す
。

注

１　

三
木
豊
晴
「
養
父
母　

三
木
露
風
と
仲
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞　

特
集

三
木
露
風
の
世
界
』
第
六
八
巻
一
一
号
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
、
六
六
頁

２　

水
守
亀
之
助
「
三
木
露
風　

今
昔
物
語
」『
続　

わ
が
文
壇
紀
行
』

一
九
五
四
年
、
朝
日
新
聞
社
、
一
五
〇
頁

３　

安
部
宙
之
介
「
露
風
の
生
活
」『
続
・
三
木
露
風
研
究
』
一
九
八
三
年
、

復
刻
版
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
六
六
―
六
七
頁

４　

家
森
長
治
郎「
三
木
露
風
と
な
か
夫
人
」『
日
本
近
代
文
学
館
』第
二
二
号
、

一
九
七
四
年
一
一
月
一
五
日
、
八
頁

５　

注
２
に
同
じ
、
一
五
〇
頁

６　

注
３
に
同
じ

７　

霞
城
館
所
蔵
『Pocket D

iary T
A

ISH
O

 Ⅶ
』
大
正
七
年
五
月
二
十
日

の
日
記

８　

注
４
に
同
じ

９　
「
詩
人
三
木
氏
が
／
童
謡
の
講
演
／
文
化
運
動
に
は
大
賛
成
／
修
道
院
で

氏
と
会
見
」『
函
館
毎
日
新
聞
』
第
三
面
、
大
正
一
一
年
四
月
一
二
日
付

10　

霞
城
館
所
蔵
、
直
筆
『
ノ
ー
ト
３
』、『
文
章
倶
楽
部
』
大
正
一
一
年
一
月

に
掲
載
と
あ
る
。

11　

安
部
宙
之
介
「
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
の
露
風
」『
続
・
三
木
露
風
研
究
』

一
九
八
三
年
、
復
刻
版
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
四
七
頁
・
五
三
頁

12　

注
１
に
同
じ

13　

三
鷹
市
所
蔵
、『
八
幡
太
郎
ノ
ー
ト
』

14　

三
鷹
市
所
蔵
、
手
紙
の
下
書
き
、
蕗
谷
虹
児
「
花
更
紗
」
表
紙
、
便
箋
二

枚
鉛
筆
書
き

15　

家
森
長
治
郎
「
三
木
露
風
未
発
表
の
長
詩
篇
『
天
父
と
閑
古
鳥
』
に
つ
い

て
―
翻
刻
、三
木
露
風
『
天
父
と
閑
古
鳥
』『
妻
に
』
―
」『
研
究
と
教
育
』

第
一
六
巻
、
一
九
九
四
年
三
月
、
一
三
頁

16　

注
２
に
同
じ
、
一
四
二
頁

17　

霞
城
館
所
蔵
『N

O
T

E BO
O

K

』

18　

霞
城
館
所
蔵
『
緑
星
』

参
考
文
献

『
未
来
』
大
正
六
年
・
一
九
一
七
年
八
月
号
、
九
月
号
、
未
来
社

水
守
亀
之
助
『
続　

わ
が
文
壇
紀
行
』
一
九
五
四
年
、
朝
日
新
聞
社

『
三
木
露
風
全
集
』
全
三
巻
、
一
九
七
二
年
～
一
九
七
四
年
、
三
木
露
風
全
集

刊
行
会

安
部
宙
之
介
『
三
木
露
風
研
究
』
一
九
八
三
年
、
復
刻
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

安
部
宙
之
介
『
続
・
三
木
露
風
研
究
』
一
九
八
三
年
、復
刻
、日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

伊
藤
整
『
日
本
文
壇
史
10　

新
文
学
の
群
生
期
』
一
九
九
六
年
、
講
談
社

森
田
実
歳
『
三
木
露
風
研
究
―
象
徴
と
宗
教
―
』
一
九
九
九
年
、
明
治
書
院

家
森
長
治
郎
『
若
き
日
の
三
木
露
風
』
二
〇
〇
〇
年
、
和
泉
書
院

『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞　

特
集
三
木
露
風
の
世
界
』
二
〇
〇
三
年
一
一
月
号
、

至
文
堂

和
田
典
子
「
三
木
露
風
が
『
赤
い
鳥
』
童
謡
欄
の
選
者
を
断
っ
た
理
由
」『
児

童
文
学
研
究
』
第
三
九
号
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月

和
田
典
子
「
三
木
露
風
研
究　

新
資
料
草
稿
『
弟
の
死
』
を
め
ぐ
っ
て
」『
近

畿
医
療
福
祉
大
学
紀
要
』
第
一
〇
巻
一
号
、
二
〇
〇
九
年
六
月
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